
出展：一般社団法人 20年先を見据えた日本の高断熱住宅研究会(HEAT20)

居室間欠空調では断熱等級４では最低8℃まで冷える
G2なら暖房エネルギー半減 最低温度も8℃→13℃に改善

今後、全館２４時間空調が普及しても
G2なら省エネ基準＋居室間欠空調と同じエネルギーでOK

省エネ基準の断熱等級４で
連続空調を行うと

エネルギ消費が２倍以上に

G2の断熱なら連続空調でも
増エネにならない

未来に向けた断熱の基本はG2

脱炭素「素案」の問題④ 断熱は等級４義務化のみ それ以上の高断熱は性能表示制度の記述のみで普及具体策なし

素案では断熱強化への取り組みが不十分 省エネ基準（断熱等級４）の義務化では全く不十分
G1に劣るZEHレベルの断熱では、全館２４時間空調が普及すると増エネのリスク大

健康快適と省エネの両立にはG2以上の高断熱の早期普及が極めて重要
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断熱等級２ 昔の家
UA値:1.43 C:11.2

断熱等級４ 今の家
UA値:0.85 C値:4.5

HEAT20 G2 これからの家

UA値:0.45 C:0.7

断熱・気密は健康・快適な室内環境を少ないエネルギーで実現するのに絶対不可欠

「健康・快適な暮らし」を「少ない電気代」で実現できるHEAT20 G2レベルを目標とすべき！

3

窓や床の隙間から
冷たく重たい外気が侵入する

窓や壁・天井の隙間から
暖かく軽い室内空気が流出する

窓や壁・天井から
室内の熱が流出する

窓や壁・天井の気密により
暖かく軽い室内空気が外に漏れない

窓や壁・天井の断熱により
室内の熱が外に漏れない

窓や床の気密により
冷たく重たい外気の侵入を防ぐ撮影 LIXIL住まいStudio東京
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断熱強化による暖冷房費削減の費用対効果に関する試算（21/05/16修正）
＜計算条件＞
• 使用ソフト：インテグラル社ホームズ君「省エネ診断エキスパート」パッシブ設計オプション
• 計算エンジン：EESLISM（工学院大学 宇田川名誉教授開発）非定常計算１時間間隔
• 建物：省エネ基準標準住宅モデル 気象：東京都東京（６地域）拡張アメダス２０１０年
• 設定ファイル等：http://maelab.arch.t.u-tokyo.ac.jp/cost_simulation/
• 空調（居室連続のみ）×断熱５段階（等級４・G1・G2・G2超・G3）= ①～⑤の５通り
＜断熱強化＞ 断熱等級４ UA値0.85（①） → HEAT20 G2 UA値0.46（③）
• 金属サッシ＋複層ガラス → 樹脂サッシ＋Low-E複層
• 天井・床の断熱は変更なし 外壁のみグラスウール16K 90mm → GW 24K 105mm
• G2への断熱強化に伴うコストアップ見込み 約70万円（施主価格・税込）
＜断熱＋空調による温熱環境・消費電力量・暖冷房費＞
省エネ基準が想定する、現状一般的と思われる「等級４＋間欠空調」を基準⓪とする。
⓪等級４＋間欠 18℃未満時間率53% 不健康な室内環境 暖冷房費5.4万円/年
①等級４＋連続 18℃未満9% 健康・快適な室内環境 ただし暖冷房費12.1万円/年大幅増エネ
② G1＋連続 18℃未満5%  暖冷房費11.0万円/年 G1(≒ZEH標準外皮)では依然として増エネ
③ G2＋連続 18℃未満4% 暖冷房費5.4万円 G2 (≒ZEHステップアップ外皮)で⓪と同程度に
④ G2超＋連続 18℃未満1% 暖冷房費2.9万円 ⓪より省エネにはG2を超えた対策が必要
⑤ G3＋連続 18℃未満0% 暖冷房費2.0万円 ほぼ無暖房を実現
＜まとめ＞
• 省エネ基準の等級４では、連続空調時に大きな増エネとなる。 G1レベルでも依然として増エネ
• 健康快適な暮らしを現状のエネルギー消費で実現するには、G2レベルの断熱が必要
• 健康快適な暮らしを確保しつつ現状より省エネにするには、G2超の対策が必要
脱炭素社会に向けた健康快適と省エネの両立にはG2の標準化とG2超レベルへの誘導が求められる

あり方検討会２回目 竹内委員資料https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001403276.pdf 41



断熱等級４
間欠空調

HEAT20 G2
連続空調≒

暖冷房費5万円/年

断熱等級４
連続空調＜

暖冷房費 12万円/年

等級４→G2 初期コストアップ７０万円
暖冷房費7万円/年の節約でペイバック10年！
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